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[ 研究概要 ]
　ミキシング装置における流れが、撹拌・混合、反応、物質移動に及ぼす影響の解明とその知見に基づく高機

能装置、プロセスの開発を行っている。ミキシングの対象としては、均相系はもとより異相分散系、超臨界流体、

菌体および生物細胞培養液も取り扱っている。ミキシング技術の高度化を基盤とした材料開発にも研究を展

開している。

[アドバンテージ]
　研究においては、現象の正確な把握を目的とした新しい

計測技術の開発、導入を積極的に行っており、常に実験デー

タの質的向上を目指している。また、数値流体力学的シミュ

レーションによる実験結果の解析、検討も行っており、実験、

シミュレーションの高いレベルでの相互補完も特徴の一つ

と考える。

[事例紹介]
・超臨界二酸化炭素を用いたポリマー系材料作製装置

超臨界二酸化炭素を溶媒としたラジカル重合により有機溶

媒フリーのポリマー、微粒子－ポリマー複合材料、ポリマー

多孔質体の作製を行う装置（図１、２）

・超臨界二酸化炭素を用いた微粒子分散液作製装置

超臨界二酸化炭素中に分散した微粒子を大気圧の液体溶

媒中に急激に解放することで、微粒子の凝集塊を解砕しな

がら分散液を作製する装置

・湿潤粉体の捏和・混練における微視的混合状態の評価法

高濃度の濃度の微粒子と分散溶媒が混合した湿潤粉体の

混合状態を、画像解析を用い粒子個々のレベルまで追跡す

る手法

■ 相談に応じられるテーマ
撹拌・混合装置
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流動解析

粉砕微粒化装置
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図２　ポリマー多孔質体の一例図１　ポリマー系材料作製装置
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